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一般国道１０７号大石地区災害復旧事業について
令 和 ４ 年 ７ 月 2 7 日
北 上 土 木 セ ン タ ー

【平面図】

【位置図】

●情報連絡会議等の経過
・R3.05.10 国の専門家による調査

・R3.05.25 第１回情報連絡会議（発足）

・R3.06.10 第２回情報連絡会議
（観測体系の構築等の報告）

・R3.07.15 第３回情報連絡会議
（横ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ、調査状況等）

・R3.09.17 第４回情報連絡会議
（応急工事（盛土）,仮設道路の検討等）

・R3.10.20 第５回情報連絡会議
（仮設道路の工法決定等）

・R4.03.01 第６回情報連絡会議
（復旧工法の決定等）

●災害復旧事業の概要
・事業費 Ｃ＝約130億円

・復旧延⾧Ｌ＝2,447.3ｍ、

道路幅員W＝7.5～12.5ｍ

・トンネル工1,470ｍ、橋梁工70m

・応急仮工事１式（盛土工、仮橋工、横ボー

リング工）

・事業期間 令和８年度まで

湯田IC

北上西IC

代替路(無料)措置区間 約22km

通行止区間 約4.9km
(R3/5/1 20時30分～）
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経 緯

２

R3.5.1 一関市等で震度５弱の地震が発生
20:30～全面通行止めを開始

5.3 NEXCO東日本に秋田自動車道無料化の要請
5.4 14:00～秋田自動車道（北上西～湯田IC）

の無料化開始
5.10 国の専門家（地質、地すべり、道路構造物、

ダム）による現地調査
5.11   伸縮計を設置し、WEBによるリアルタイム

監視・観測を開始
5.17 調査ボーリング開始
5.25   第１回情報連絡会議（これまでに６回開催）
5.26   耳取地区住民説明会（町主催）
5.28   第１回技術検討会（これまでに４回開催）
6.7 水抜き横ボーリング開始
6.15 一般国道107号（川尻・当楽間）改良整備促進

期成同盟会要望
7.3 水抜き横ボーリング９本（３本×３箇所）完了
7.5 国土交通省防災課による現地調査
7.20 西和賀町要望
8.28 調査ボーリング15本完了
9.17 応急工事（盛土）に着手
10.14 耳取地区住民説明会（県主催）
12.16 仮橋・鋼管杭製作に着手

R4.2.1～2 災害査定＜事業採択は仮決定（保留）＞
2.24 事業採択が決定（保留解除）
3.5 仮橋架設工事に着手
3.31   応急工事（盛土）完了

１ 災害復旧スケジュールと経緯

災害復旧スケジュール

対策工法の検討

応急工事(横ボーリング)の実施

変状の観測体系構築

地すべり範囲の推定

国道の災害復旧工事

各対策工法の決定後、順次着手

③国道の災害復旧

②早期交通確保のための仮設道路

①次期融雪期の地すべり活動を抑制す
るための応急工事（盛土）

仮設道路工事

応急工事（盛土）

完 成



調査・観測等の状況
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常時満水位+236.5

制限水位+222.0

■ 想定すべり面（測線Ａ）

国道107号

地すべり土塊

長さ（奥行き） Ｌ=約290ｍ

高さ
Ｈ=約160ｍ

測線Ａ

幅
Ｗ=約180ｍ

写真１ 地すべり頭部。約２ｍの滑落 写真２ 法枠の損傷

写真３ 擁壁の倒壊

地すべり境界に
沿って亀裂が発生

写真1

写真2

写真3

写真4

■ 調査状況写真 ■ 現地状況

写真４ 擁壁の変状

２ 地すべりの概要



４

３ 応急工事(盛土）

 盛土量 約14万m3
 進捗率 約100％（３月末時点）

施工前 令和３年１０月１９日撮影 完了後 令和４年４月５日撮影

応急盛土 平面図

写
真
①

至 横手市

至 北上市

地すべり箇所

応急盛土

工事用道路

天ケ瀬橋

応 急 盛 土
R4.3末時点盛土済

▽制限水位+222.0

▽常時満水位+236.5

地すべり土塊
国道107号

応急盛土 進捗断面図[R4.3末時点]



５

４ 仮設道路

平面図

秋田自動車道

橋梁部
476.2ｍ

道路部
364.5ｍ

県道ゆだ錦秋湖
停車場線

仮橋イメージ図①

仮橋イメージ図②

橋梁部
476.2ｍ

道路部 364.5ｍ

6,000

橋梁部 横断図

耳取地区

耳取地区

仮橋ｲﾒｰｼﾞ図②

仮橋ｲﾒｰｼﾞ図①

県道ゆだ錦秋湖
停車場線

3,000 1,5001,500

道路部 横断図

至 北上市

2,750 2,750
750750

7,000(5,500)

500 500

鋼管杭
23.5m～62.5m

 工事概要 仮橋工 476.2ｍ、道路部 364.5ｍ
 7/21時点工事進捗 鋼管杭製作 搬入63％（170本/272本）

下部工 鋼管杭打込み+組立46％(126本/272本） 完成予定 令和４年積雪期前

至 横手市

国道107号

橋脚断面図



５ 国道の災害復旧

 国道の災害復旧にあたっては、現道復旧案よりも経済性や施工性に優れるトンネル案を採用するもの。
 災害復旧事業であることから、今回の地すべり箇所を回避する必要最小限のルートを選定したもの。

６

【平面図】

【トンネル縦断図】
【トンネル横断図】
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■ 道路規格の設定
道路区分 第３種第３級
設計速度 60km/h
道路幅員
【一般部・橋梁部】9.5ｍ
【トンネル部】 7.5ｍ

■ 道路規格の設定
道路区分 第３種第３級
設計速度 60km/h
道路幅員
【一般部・橋梁部】9.5ｍ
【トンネル部】 7.5ｍ


